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一二!怯ijニめに

近年,IT化の急速な進展により,VDT(Visual
DisplayTerminals)作業と呼ばれる, ディスプレ
イやキーボー ドなどにより構成される VDT機器を
使用して行 う作業が一般化している｡このような

状況の中で,VDT作業に対する問題点も指摘され
ており,VDT作業を行っている者のうち精神的疲
労を感 じている者が 36.3%,肉体的疲労を感 じて

いる者が77.6%にも上っている.

こうした問題-の解決策の一つとしてマッサー

ジがあげられる.現代はス トレス社会であり, リ

ラクゼーション効果に高い関心が集まっている｡

マッサージには, 日常生活でおこりがちな不快な

症状の原因となる疲れやス トレスを解消させる効

果がある.しかし, 人の手で行 うマッサージは知

識や技術を必要とするうえ,自身では行えない箇

所も存在するため, 容易には受けることができな

い｡

そこで, 誰でも簡単にマッサージを受けられる

ものとしてマッサージチェアに着目した.だがマ

ッサージを行いたい箇所やマッサージの効果は使

用する人それぞれによって異なる｡そのためには

使用者の個々人の, 感性や疲労度に合わせたマッ

サージを行 うマッサージチェアが必要となる｡

そこで本研究ではマッサージチェアを実際に使

用して, 心理 ◎生理データの測定 ｡解析を行い,

使用者 に 合ったマッサージを推定することを試み

る.そして使用者それぞれの感性に合わせたマッ

サージを行 う, マッサージチェアの実現-の足が

かりとする｡

望実験概要

2.頂 実験の手続き
本実験ではマッサージ刺激として,マッサージ

チェアのもみ(弱),もみ(強),たたき(弱),たた

き(強),ローラーの 5つのモー ドと, マッサージ

を行わないの 6つのパターンにわけて実験を行 う

正確に実験を行 うため, 実験前の一時間は,タ

バコ, 食事を制限させ,外的温度による皮膚温-

の影 響 を抑えるために, 実験開始の 10分以上前か
ら入室し, 室温に慣らす.

マッサージの効果の評価方法については,人間

の心理データによる主観的評価と,人間の体の生

理的データによる客観的な評価が存在する｡よっ

て本実験では, 心理データによる評価を行 うため

にアンケー トを実施 , 生理的データの評価を行 う
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ために生理計測を行 う｡生理計測には,本実験で

はサーモグラフィと心電図を用いる｡

実験作業中に下の手順のように 4回のタイミン

グで計測を行 う｡実験の流れを図 1に示す｡計測

では心電図,サーモグラフィ,疲労度アンケー ト

を行 う｡実験は以下の手順で行 う｡

1, ｢静的｣生活調査アンケー トを行 う(初回のみ)

2 , 心電図の電極を取り付ける

3 , 安静時間を5分とる

4 , 計測一回目

5 , タイピング作業の負荷を10分間行ってもらう
6, 計測二回目

7, マッサージを3分間行 う

8, 計測三回目

9, マッサージを2分間行 う

10 , 計測四回日

日 , ｢動的｣生活調査アンケー ト,噂好性アンケー

トを行う

壷計測
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図頂 実験の流れ
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芝 ｡袋 負荷のかけ方
本実験では,VDT作業における疲労を再現する
ために被験者に,実際に VDT作業を行わせる｡今
回は VDT作業の一般的なものとして,パソコンを
用いてのタイピング作業を選んだ｡短時間で疲労

を発生させるために以下の点に注意してもらい,

vDT作業を 行 う際に不自然な姿勢で行わせる｡

1, 背中を曲げて, 椅子の背もたれにつけない.

2, 首を曲げて頭を前傾させる｡

3, 腕を伸ばした状態にし,手のひらを机から離し

て､常に力が入るようにする.

以上の 3点に注意してもらい,10分間タイピング
作業を行 う｡

2.3 等ツサ-ジチェアによる刺激
本研究で扱 うマッサージチェアは ｢サウンドキ

ュア LB-031｣(LivingTechnologycompany製)を
用いた.マッサージの動作は,もみ,たたき,ロ



-ラーの 3つのモー ドがあり,もみとたたきモー

ドについてはマッサージを行 う速度によって強弱

をつけることができる.

2.亜 アンケL-ド
アンケー トは,日本産業衛生協会,産業疲労研

究会の｢疲労自覚症状調べ｣を改変したものを用い

る｡本実験では評価を段階評価に変更し,30個の

項目について 5段階評価でアンケー トに回答して

もらった.本研究での解析では､5段階評価を0-

4の数値に置き換え､本実験に最も関連がある[肩

が凝る],[腰が痛い]の2項目の和を,ストレスの

心理的評価として用いた｡

2.5 生理計測

人の自律神経は交感神経と副交感神経とからなり,

ス トレス状態では交感神経が優位になり,リラッ

クス状態では逆に副交感神経が優位になる｡この

自律神経の活動に影響される皮膚温,心電の測定

からストレスを評価する.

2.5月 サ-モグラブイ

被験者の顔面を測定し,額部の血液量は自律神

経の働きにほとんど影響を受けないことを利用し

て,額部領域の平均温度と鼻部領域の平均温度の

差を用いてストレス評価を行う｡

窒息2心電図
心電図の波形の一番大きい波形の R波と次の R
波まで間隔を R-R間隔と呼ぶ｡実験で得られた心

電図の R-R間隔をスペクトル変換しLF/HFを求め

る.この LF/HFを交感神経と副交感神経の活動の

指標とし,ストレスを評価した｡

3実験結果と考察

3｡l 回復量によるクラスタ解析
本研究では､負荷後の計測値と 5分間のマッサ

ージ後の計測値の差を回復量とし､これが高いほ

ど､ス トレスが解消されマッサージの効果が高い

と言える｡ そして､アンケー トとサーモグラフィ

によるス トレス評価の回復量をまとめたデータか

ら､クラスタ解析により､グループ化を試みる｡

図2にクラスタ解析の結果を示す.
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図2 クラスタ解析の結果

上記の図から被験者を(A,H,C,F)のクラスタ 1,
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(B,D)のクラスタ2,(Ⅰ)のクラスタ3, (E,G)の

クラスタ4,の4つのクラスタに分類した｡

アンケ-卜によるストレス評価の回復量
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図3 各クラスタ比較

まず,クラスタ 1では[もみ弱],[たたき弱],[ロ

ーラー]のモー ドにおいて回復量が高めの傾向が見

られ,刺激が弱めのマッサージの効果が高いクラ

スタであるといえる｡次に,クラスタ2では[もみ

強],[たたき強]のモー ドにおいて回復量が高く,

刺激が強いマッサージの効果が高いクラスタであ

るといえる.そして,クラスタ 3は[ローラー]モ

ー ドで回復量が低めだが他の 4つのモー ドでマッ

サージの効果が高いクラスタであるといえる.そ

れから,クラスタ 4ではアンケー トによるストレ

ス評価の回復量が総じて低めであり,マッサージ

において心理的な回復量が少なく,生理的には[た

たき]のモー ドのマッサージの効果が高いクラスタ
であるといえる｡

胡･ まとめ
実験結果の分析により被験者をクラスタ解析す

ることによって,特徴のあるクラスタに分けるこ

とができた.これにより対象がどのクラスタに属

しているかがわかれば,対象にあったマッサージ

の推定が可能になる.これらをマッサージチェア

にフィー ドバックすることによって,使用者の感

性に合わせたマッサージを提供できるマッサージ

チェアの実現に近づけると考えられる｡
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